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保穫捧育研究所で誌， 1992年度より教職員のサービスプログラムとして，教職員の鍵康・体

力診断テストを実施している.今回 iま，その 2回目で，データをまとめるにあたって，保護体

育研究所の中高年健藤議室研究班が担当した.例数が少ないが，これらのデータの蓄穣により，

中央大学教職員の鍵康状況を考える上での資料として麓要な役割を果たすと考えられる.

中央大学の教職員の鞍場誌接して，椅子に盛った事務的な仕事が多いと考えられ，一部の人

を験いては日常生活での運動不足は明ちかである.職場での運動よりも，余畷持間に如{可に適

切な身体運動を実施しているかが有酸素の体力を関孫していると考えられている.成人病予防

の遥窃な身体運動を実施するに当たっては，現在の体力を知ることは，盤要なことと考えられ

る.体力診軒テストは，体力を計測することによって，自分の現悲の体力の把握をするととも

に，建擦を保つための連弱な身体運動プログラムの資料として欠か甘ないものである.

しかし，その評価に関してはまとまって研究が数少なく，特に大学の教議員という特縁関体

を対象にしたものは昨年度の結果以外砦無であった.一般に体力診断に関しての評錨は，

僅をもとに「護れている J，r普通J，r劣っている J等というような併で記述される. しかし

この基準をどこに求めるのが一番その対象にふさわしいのか非常に難しい問題となる.本研究

の体力の評艇は，多くの研究を額緩している点で，日丸哲-tB，青山英康，永田幾編著「健鹿・

体力 評鑑・鶏準値事典(1991年販)によった. 日丸らは，慕準{遣に関して次的注意事項を

言っている. 1)基準植は絶対的な儲ではなく，相対的なものである. 2)一般的日本人全体の

平均値であって持代とともに変わるものである様 3)基準備はある範留を示すもので，その境界

〈最界鑑，臨界値〉は絶対的ではない. 4)基準備範囲に入っている備が必ずしも正常である

と解釈しない‘ 5)基準備以外，すなわちその範囲の上下値は異常ではない.詮意そ要する範密
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を示したに過ぎず，さらに体調が良い時の再測定や検査を必要とする.� 6)基準値は今後の努力

目標値であり，その値異常の優れた値はさらなる努力目標と考えるべきで，測定や検査のため

の準備と練習は不必要である.体力診断の評価をくだす場合，これらの注意事項を考えながら

解釈すべきである.この結果報告も基準値を「健康・体力 評価・基準事典」により年代の基

準値を算出し，絶対評価とした.

今回の中央大学教職員の体力診断テストの受験者は，� 55名(昨年度� 68名)であり性別・年代

別にしてしまうと極端に例数が少なくなり，一般化はできないと考えられる.中央大学の教職

員の体力が，相対的にどのような位置にあるのか考えていきたいと思う.

目的

中央大学の教職員の体力を計測し，健康を保つための適切な身体運動プログラムの資料とす

るために，現在の教職員の体力を検討することを目的とする.

方法

実施人数� 1. 

教員� 14名(女子� 2名)，教員� 41名(女子� 17名)で，平均年齢は，男子� 44.11歳，女子� 35.05

歳で，� 20歳代� (22--29歳)が男子� 5名・女子� 8名，� 30歳代� (30--39歳)が男子� 10名・女子� 

5名，� 40歳代� (40--49歳)が男子� 9名・女子� 4名，� 50歳代� (50--59歳)が男子� 9名・女子� 

l名，� 60歳代� (60--69歳)が男子� 5名・女子� 1名である.� 

2. 測定日
 

1993年� 5月17日・� 18日・� 19日・� 20日・� 21日


体力測定項目� 3. 

1) 全身持久力

最大酸素摂取量(モナーク製エルゴメーター� 818 E) 

2) 筋力

握力(メスドレ一式握力計)� 

3) 筋持久力
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上体おこし� (30秒間で何回上体を起こせるか〉� 

4) 敏捷性

全身反応時間〈竹井機器製全身反応計 光をみてジャンプするまでの時認を計測する)� 

5) 平衡性

開眼片定立ち(持続時間〉� 

6) 梁軟性

長路位体前屈〈竹井製長座位体話題計距離法〉

体力評価� 4. 

日丸哲-tl!，青山英療，永田最編著� f健諜・体力 評価・慈準値事典J(1991年援〉によった.

統計解析� 5. 

NEC製� PC9801用の鱗SPSS.のSPSS統許パッケージを鐙用した.解析にあたっては，性

関� 年代別に処理をおこなった.e

結巣と考察

体力測定� 1. 

1) 全身持久力� 

(1) 最大酸素摂取量

濃� 1 最大酸素撰取畿� (ml/kg • min) 

N Mean Std Dev 評 揺

男子全体� 

20歳代� 

30歳代� 

40歳代� 

50議代� 

60議代� 

女子会体� 

20識代� 

30歳代� 

40歳代� 

50歳代� 

60議代� 

37 
5 
10 
9 
8 
5 
17 
s 
4 
3 

40.91 
42.64 
41.17 
40.22 
41.75 
38.56 
36.59 
41.81 
34.95 
29.57 
28.80 
30.20 

7.21 
9.68 
6.87 
4.75 
10.44 
4.34 
7.99 
8.09 
4.02 
4.20 

少ない� 

普通� 

普通� 

多い� 

多い

多い� 

多い� 

多い� 

多い〈参考〉� 

多い〈参考)



156 中央大学保健体育訴究所紀嬰 第� 12号

ヱノレゴメーターによる測定では，最大酸素摂取量を推定式を用いて計算している.表� 1のよ

うに男子のお蹴代� (20-29)では.N 5.平均二ニ� 42.64(m1/kg • min)，標準偏差早急誌であ

り，基準備としては� 51.25-45.37 (m1/均・ min)が普通であるので，� 20議代でiま「少ないjと

評語できる.30歳代� (30--3のでは，持=10.平均=41.17 (m1/均・ min)，標準語差出� 4.75で

あり，基準謹としては� 46.8-認.16(ml/kg • min)が普通であるので，� 30歳代では「普通jと

詩錨できる.� 40歳代� (40--49)では，� N 9.平均ニニ� 40.22(ml/kg • min).標準偏差=4.74で

あり，基準錨としては� 41.77--34.97 (ml/勾.min)が普通であるので，� 40歳代では「普通Jと

評価できる.50歳代� (50--59)では，� Nニ8.平均� 41.75(ml/kg • min)，標準偏差=10.44--

4.34であり，基準鶴としては� 36ι8--29.68 (ml/kg • min)が普通であるので，� 50歳代では「多

いjと評麺できる.� 60歳弐� (60--69)では，� N=5，平均� 38.56 (m1/kg. min)，標準偏差出� 

4.34であり，基準鐘としては� 33.5'""-'26.7 (ml/kg. min)が普通であるので，� 60蹴代では

いjと評価できる.

女子のお議代� (20--29)では，� N=8.平均� 41.81(ml/kg • min)，標準偏差=8.09であり，

としては許ι2--32.14 (m1/見・ min)が普通であるので，� 20歳代では「多いJと評語で

きる.� 30歳代� (30--39)では.N=4.平均=34.95 (m1/kg • min)，標準煽蓋ニニ� 4.02であり，

基準援としては� 32.7"""28.1(ml/kg • min)が普通であるので，認識代では� r多いJと評錨でき

る.� 40蹴代� (40"""49)では，� N 3，平均ニ� 29.57(湿1/kg • min)，標準嬬艶=4.20であり，基

準績としては� 28.66--23.05 (ml/kg • min)が普通であるので，� 40最代では「多いjと評価でき

る.� 50歳代� (50--59)は1入� (51歳)で.� 28.80 (ml/kg • min)，であり，� 51歳の基準撞とし

ては� 26.8--20.8 (ml/kg • min)が普通であるので，� 50議代では「多いjと評錨できる.紛議� 

ft (60 --69)もl人� (61議〉で，� 30.20匂1/同・� min)，であり，� 60歳の基準笹としては� 23.0 

-17.2句1/埼.min)が普通であるので.� 60歳代では「多いJと評錨できる.

つまり，全身持久力の指標である最大酸紫摂取量については，男子は� 20議ftでは低く，年《

があがるにつれて評師が良くなる傾向にあり，女子は「多いjι思われる.昨非度と同じ傾向

である.� 

2) 筋力

(1)握力

標準偏差=(kg).48.26平均台5.ニニNでは，(20"""29)融代20のように男子の2表� 13.66 

であり，基準値として拭� 51.57--45.19 (kg)が� r普通jであるので.� 20蔵代では「普通Jと評

摘できる.� 30最代� (30-39)では，� N=10.平均� 42.32(kg)，標準偏差山� 8.54でるり，基準値

としては� 49.78--43.58 (kg)が普通であるので，� 30議代では「劣るj と評錨できる.� 40議ft 

http:49.78--43.58
http:51.57--45.19
http:kg).48.26
http:28.66--23.05
http:41.77--34.97
http:51.25-45.37
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表� 2 平均握力�  (kg) 

N Mean Std Dev 評 価

男子全体� 38 42.95 8.01 
羽織代� 5 48.26 13.66 普通� 

30蟻代� 10 42.32 8.54 劣る

認識代� 9 43.40 7.47 普通� 

50歳代� s 42.52 3.74 普通� 

60歳代� 5 38.88 6.69 普通

女子会体� 19 28.33 5.54 
20議代� s 27.69 4.24 劣る� 

30蹴代� 

40議代� 

50議代� 

60歳代� 

(40 -.， 49)では，� N=口言，平均� 43.4(埼)，標準偏掻 7ι686であり，基準撞としては� 46.99-.， 

40.84 (堵〉が普通であるので， 40歳代では� f普通jと評価できる.開設代� (50""'"5のでは，

(均〉が普通37.71 ，.....，43.71であり，基準値としては3.74(埼)，標準偏毅エコ42.52Nニ色平均ヱニ� 

であるので，� 50歳代では「普通Jと評価できる.60義代� (60""'"69)で誌，討� 5.平均� 38.88 

蹴代60が普通であるので，(kg)33.77 ，.....，39.87であり，基準値としては6.69，標準偏差=コ(kg)

では「普通Jと評価できる.

であり，基準備4.24，標準編差ニ(kg)27.698. コニNでは，(20""'"29)蔵代20女子の� 

歳代30と評舗できる.J歳弐では「劣る20が普通であるので.(kg)27.82 ，.....，32.62としては� 

(30 -.， 3のでは，� N 5.平均口� 33.96(kg)，標準錨差ニ� 4.95であり，基準値として誌� 32.22-.， ニニ� 

27.42 (kg)が普通であるので，� 30歳代では「多いJと評語できる.� 40蟻代� (40""'"49)では，� 

，.....， .430であり，基準値としては3.65，標準語差出(kg)25.46平均4.口N 3 25.91 (kg)が普通

であるので，制裁代では「劣る」と評語できる.� 50歳代� (50""'"59)では，� 1人� (51歳〉で，� 

26.3 (kg)であり，� 51歳の基準績としては� 28.6'" 24.2 (詰)が普通で、あるので， 51歳では「普

と評舗できる.� 60歳代� (60""'"69)も� 1入� (61歳)で，� 18.8 (kg)であり，抗議の基準

と評揺できる.J蟻では「劣る61が普通であるので，(kg)20.9 ，.....，.125鐙としては� 

昨年度の握力は，女子� 20議が標準備を下回っただけで，普通の範囲であったが，今年震の筋

力は女子が「劣るJ額向がある.男子の筋力に体しては問題ないと思われる，� 

3) 筋持久力

(1)上体制こし

表� 3のように男子の� 20歳代� (20'"29)では.N=5.平均ニ� 22.4(田).標準偏差=2.88であ

http:kg)25.46
http:kg)27.82
http:kg)27.69
http:kg)33.77
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表� 3 上体起こし(間数)� 
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N Mean Std Dev 評 価

男子全体� 38 17.95 4.59 
20歳代� 5 22.40 2.88 普通� 

30歳代� 10 18.80 4.52 普通� 

40議代� 

50歳代� 

60歳代� 

9 
9 
5 

16.33 
16.11 
18.00 

5.34 
4.14 
3.00 

普通� 

多い� 

多い

女子全体� 

20歳代� 19 14.74 三39 
30議代� g 17.88 4.32 多い

認識代� 

50議代� 

60歳ft 

5 
4 
1 

14.00 
14.50 
9.00 

2.83 
3.11 

多い� 

多い� 

多い〈参考)

り，議準艦として泣� 23.73--19.92 (回〉が普通であるので， 20鵡代では「普通Jと評価できる.

錦織代� (30--39)では，� N=10，平均=18.8 (回)，標準偏差出 4.52であり，基準値としては� 

20.92 --17.11 (回)が普通であるので， 30歳代では「普通Jと評価できる.� 40歳代� (40--49) 

では，� N日� 9，平均ココ� 16.33(回)，標準偏差=5.34であり，碁単価としては� 18.15--14.34 (回)

が背鴻であるので，� 40歳代では「普通」と評価できる.� 50繊代� (50--59)では.Nぉ=9，平均� 

16.11 (間入標準偏差ニ 4.14であり，基準値としては� 15.46--11.63 (問〉が普通であるので， 

ニ広� --(60議代60と評儲できる.J織代では「多い50 69)では.N 5，平均出口� 18.0(自).標準露 

とj多いf(囲〉が普通であるので，部歳代では.1 --1013.9であり，基準値としては3.0

評舗できる.

女子のお裁代� (20"'"2のでは.� N=8，平均=17.86 (屈).環準鋸葉山 4.32であり，基準鐘

としては� 15.6"'"11.5 (国〉が普通であるので.20歳代では� f多いjと評儲できる.� 30歳ft(30 

4.412.94"'"8であり，碁準磁としては2.83(自).標準語差ニ14.0，平均ニニ5エコ.Nのでは--3

〈国〉が普通であるので，知識代でiま「多いJと評艇できる.� 40歳代� (40"'"4のでは，� N 4. ニニ� 

(回)が普通であるので，.4--510.3であり，基準値としては3.11(田)，標準偏護エヰ14.5 

40歳代では「多いJと評価できる.� 50歳代� (50'"59)では.� 1人� (51撒〉で，� 9.0 (間)であ

り，� 51識の基準織としては8.7'" 3.5 (回)が普通であるので， 51歳では「多いJと都価できる.� 

60歳代� (60'"69)は，測定できなかった.

筋持久力は，男子は「普通Jで年代が高くなるにつれて評価が良くなり，女子は「機れてい

るJといえる.� 

4) 敏捷性

http:15.46--11.63
http:18.15--14.34
http:23.73--19.92
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袈� 4 全身反応時関� (msec)

1994 159 

珂� Mean Std Dev 評 価

|男子全体 38 400.68 63.28 
遅い20議代� 5 370.60 37.04 
遅い30歳代� 10 406.50 76.62 

40歳代 号� 普通417.89 60.52 
50織代� 連い383.67 61.68 
60議代� 67.69 議い418.80 

女子全体� 19 402.32 63.59 

9 
5 

20歳代� n
k
U 385.38 42.67 普通

30歳代� h
M
S
4 

373.00 53.13 速い
伊

‘
40横代� 471.00 75.26 ;普通

50歳代� 
4
E

462.00 普通(参考)4
2ム 

ム60議代� 350.00 
 i濃い(参考〉� 

(1) 全身反応時間� 

4のように男子の� 20歳代� (20--29)では，封� 5，平均 370.6 (msec)，標準偏差=37.04 

であり，基準値としては� 314.9"'" 359.9 (msec)が普通であるので.20歳代では� f遅いJと評価� 

できる.� 30歳代� (30--39)では， N口� 10.平均ニ� 406.5(msec)， 76.62であり，基� 

準値としては� 352.1"'"404.5 (msec)が普通で通うるので，� 30織代では「遅いJと評価できる.40 

としてはであり，60.52，標準偏差出(msec)417.89 号，N=では.(40"'"49)歳代� 

383.7 --443.3 (msec)が普通であるので，認識代では「普通j と評価できる.� 50歳代� (50"'" 

59) では，� N=色 383.67 (msec)，標準偏差出自.68であり，� としては� 412.6--

480.6 (msec)が普通であるので.50識代では「速いJと評価できる.60歳代� (60--69)では，
 

N=5.平均口� 418.8(msec)，標準偏差=67 


が普通であるので.� 60歳代では「速しリと評錨で、きる，
 

20議代� (20--29)では，� N=8，平均=385.38 (msec)，標準偏差=42.67であり，基

準値としては� 378.0"'" 439.6 (msec)が普通であるので，� 20蟻代では と評価できる.30 

歳代� (30"""39)では，民エニ主平均=373.0 (msec)，標準偏葉� 53.13であり，基準語としては� 

が普通であるので，(msec) .4475，....，400.0 30織代では「速いj と評価できる.� 40歳代� (40

49) では，� Nニ� 4. 471.0(訟sec)，標準帰差日� 475.26であり，� 基準値としては� 427.8"'" 

511.4 (msec)が普通で、通うるので，� 40歳代では� f普通Jと評価できる.50蹴代� (50--59)では，� 

1入� (51蟻〉で，� 462.0 (msec)であり，自殺り基準値としては，� 455"'" 545 (毘sec)が普通で

あるので，� 51識では「普通Jと評価できる.60歳代� (60"'"患のも 1人� (61議〉で，� 350.0 (msec) 

であり，� 61歳の基準備としては� 511"'" 609 (msec)が普通であるので.60歳代では「速いjと

，....， 

http:msec)417.89
http:4E462.00
http:nkU385.38
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評語できる.

男子の全身反応時間i丸年代が高くなると評錨が良くなり，女子詰基準檀の範囲かそれより

も速し女子の敏捷性は問題ないと考えられるが，男子め� 20'"30代の敏捷性が劣っている.� 

5) 平衡性� 

(1) 開眼片足立ち

識5 開眼片足立ち� (sec) 

N Mean Std Dev 評 価

男子全体� 

20歳代� 

30歳代� 

40歳代� 

50最代� 

60歳代� 

女子全体� 

20義代� 

30議代� 

40歳代� 

50歳代� 

60議代� 

38 
5 
10 
9 
9 
5 
19 
s 
5 
4 
1 
1 

36.82 
68.00 
37.00 
41.00 
23.44 
21.80 
33.05 
45.88 
27.80 
15.50 
55.00 
5.00 

39.47 
67.03 
26.73 
41.33 
35.33 
21.44 
35.14 
48.58 
19.36 
9.33 

普通� 

普通� 

普通� 

普通� 

普i謹

普通� 

劣っている� 

実っている� 

普通〈参考〉� 

劣っている〈参考)

であ67.03，標準偏差ニ(sec)68.0，5ニニNで拡，(20'"29)歳代20のように男子の5表� 

り，基準檀として誌� 39.5'"131.3 (sec)が普通であるので，� 20蹴代では「普通」と評価できる.� 

30議代� (30 ~39)では，� N=10.平均二ニ� 37.0(sec)，標準価差出� 26.73-r:あり，基準値としては 

.132
 -102.8 (sec)が普通であるので，� 30歳代では� r普通」と評価できる.� 40蹴代� (40-49) 

(関心が.174-であり，基準備としてはお.441.33，標準偏差=(sec)41.0平均拝9.N=では.� 

普通であるので，� 40歳代では「普通」と評価できる.� 50蔵代� (50-59)では，� N口� 9. 

23.44 (sec)，標準偏差ロ� 35.33であり，基準値としては� 14.4--59.2 (関心が普議であるので， 

50織代では「普通」と評価できる.60歳代� (60--69)では，� Nニ5，平均=21.8 (sec)， 

21.44であり，基準値としては� 6.4--44.2 (sec)が普通であるので，� 60議代では� f普通� le

きる.� 

20藤代� (20---2のでは，� Nニ8.平均� 45.88(sec)，標準錨差=48.58でおり，

として拭� 40.4---132.0 (sec)が普通で毒るので，� 20歳代では「普通jと評語できる.30議ft(30 

---39)では，� N=ロ� 5，平均ミニ� 27.8(sec)，標準毎差=19.36であり，基準盈として誌� 30.6-104.8 

(sec)が普通で島るので，� 30歳代では「劣っているjと評謡できる.� 40蔵代� (40'" 4のでは，

出エロ&� 15.5 (sec)，標準偏差=9.33であり，基準鐘としては� 22.7--79.4(sec)が普通で
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あるおで，� 40歳代では「劣っている」と静締できる.� 50歳代� (50--59)は1人� (51議〉で，� 

55.0 (sec)であり，� 51議の基準備としては� 14--62 (sec)が普通であるので，� 51議では「普j麗j

と評価できる.60歳代� (60"'"6のでも，� 1人� (61歳)なので，� 5.0 (sec)であり，� 61歳の基準

としては� 11--30 (sec)が普通であるので，� 61歳では� f劣っているjと評価できる.

男子の平衡性は「普通jでおるが，女子はお代を議いては「劣っているJであり，女子は平

密性つまりバランスをとる能力が低いことがうかがえる.昨年誌，測定の問題があったが，今

回は改善されたと，思われる.

柔軟性� ち〉

(1) 長産設捧前回

表� B 長連控体前閥� (cm) 

N Mean Std Dev 持艇

3 
9 
5 

男子全体� 8.89 6.5538 
かたい20議代� 5 9.48 7.06 
普通30議代� 10 7.42 6.09 
轡i麗40歳代� 8.87 6.67 
柔らかい50議R 10.26 7.83 
柔らかい60議代� 8.36 6.48 

女子全体� 19 12.63 4.14 
普遥20議代� s 13.63 4.55 

5 
4 

普通30議代� 4.2511‘00 
普通40歳代� 12.08 4.70 
梁らかい(参考〉50歳代� 14.10 
柔らかい〈参考〉60議代� 13.50 

6のように男子の� 20歳代� (20--29)では，� N=5， 9.48 (cm)，標準縄差=6.55であり，

基準儲としては� 9.88--15.86 (cm)が普通であるので，� 20織代で誌「かたいJと評舗できる.� 

30歳代� (30--39)では，� N=口� 10，平均=7.42 (伺)，標準偏差口在的であり，基準鵠としては

怠7--12.86 (cm)が普通であるので，� 30義代では「普通jと評語できる.� 40歳代� (40"'"4の

では，� Nニ9，平均出� 8.87(cm)，標準緩差ニ� 6.67であり，基準備としては� 4.45--10.47 (cm)が

，平均ココ9コヱNのでは，(50"'"5蹴代50と評価できる.J識代では「普通40普通であるので，� 

10.26 (鑓)，環準偏差出 7.83であり，基準確としては� 3.38--7.62 (調)が普通で‘あるので. 50 

議代では「柔らかいjと評錨できる.� 60歳代� (60"'"69)で誌.N 5.平均ニ� 8.36(倒)，標準

縄差=6.48であり，議準値として泣� 2.5--6.5 (佃)が普通であるので.60歳代では「柔らかいj

と評価できる.

女子のお議代� (20"'"2訟で誌.N=8， 13.63 (cm).標準語差=4.55であり，基準値

http:3.38--7.62
http:4.45--10.47
http:7--12.86
http:9.88--15.86
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としては� 11.27'" 17.65 (cm)が普通であるので，� 20歳代では「普通」と評価できる.� 30歳代� 

(30'" 39)では，� N=5，平均=11.0 (cm)，標準偏差=4.25であり，基準値としては� 9.06'" 

15.18 (cm)が普通であるので，� 30歳代では「普通」と評価できる.� 40歳代� (40'" 49)では，� 

N=4，平均=12.08 (cm)，標準偏差=4.7であり，基準値としては� 7.63'" 13.83 (c皿)が普通で

あるので，� 40歳代では「普通」と評価できる.50歳代� (50'" 59)は1人� (51歳)であるので，� 

歳では「柔51が普通であるので，(cm)81.'" 17.8歳の基準値としては51であり，(cm) .114 

らかい」と評価できる.60歳代� (60'"69)でも，� 1人� (61歳)なので，� 13.5 (cm)であり，� 61 

歳の基準値はないが，� 59歳の基準値は� 6.7'"10.7 (cm)が普通であるので，� 61歳では「柔らか

い」と評価できるであろう.

柔軟性は，男子は年代が上がると評価が良くなり，女子は「普通」であると考えられる.

結論

中央大学の教職員の体力を計測し，健康を保つための適切な身体運動プログラムの資料とす

るために，現在の教職員の体力を検討することを目的とし，� 1993年� 5月� 17日から� 21日に体力

診断テストを実施した.実施人数は，教員� 14名(女子� 2名)，教員� 41名(女子� 17名)で，平

均年齢は，男子� 44.11歳，女子� 35.05歳で，� 20歳代� (22'" 29歳)が男子� 5名・女子� 8名，� 30歳

代� (30'"39歳)が男子� 10名・女子� 5名，� 40歳代� (40'" 49歳)が男子� 9名・女子� 4名，� 50歳

代� (50'"59歳)が男子� 9名・女子� 1名，� 60歳代� (60'"69歳)が男子� 5名・女子� 1名である.

体力測定項目は，全身持久力を最大酸素摂取量(モナーク製エルゴメーター� 818 E)，筋力を

握力(メスドレ一式握力計)，筋持久力を上体おこし� (30秒間で何回上体を起こせるか)，敏捷

性を全身反応時間(竹井機器製全身反応計，光をみてジャンプするまでの時聞を計測する)，平

衡性を閉眼片足立ち(持続時間)，柔軟性を長座位体前屈(竹井製長座位体前屈計，距離法)で

測定した.� 

1) 全身持久力

全身持久力の指標である最大酸素摂取量については，男子は� 20歳代では低く，年代があがる

につれて評価が良くなる傾向にあり，女子は「多い」と思われる.昨年度と同じ傾向である.� 

2) 筋力

握力は女子が「劣る」傾向があり，男子の筋力は問題ないと思われる.� 

3) 筋持久力

筋持久力は，男子は「普通」で年代が高くなるにつれて評価が良くなり，女子は「優れてい
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るj といえる.� 

4) 敏捷性� 

男子の敏捷牲は，年代が高くなると評価が良くなり，女子は基準備の範留かそれよりも速く，

女子の敏捷性は問題ないと考えられるが，男子の� 20"'"30 伐の敏捷性が劣っていると考えられ

る.� 

5) 平衡性

男子の平衡性誌� f普通」であるが，女子は� 20代を除いては「劣っているjであり，女子は平

禽性つまりバランスをとる能力が低いことがうかがえる.� 

6) 柔軟性

柔軟性は，男子は年代が上がると評価が良くなり，女子は� r普通jであると考えられる.

謝辞

中央大学教職員鍵康・捧力診断テストに協力していただいた研究員の皆様，客員研究員の加納

樹虫，関鎮正，高麗雄介，各先生方iこ深く感謝いたします.

参考文献。謹上靖夫，灘動処15の実擦，大修館欝活，� 1987 
2) 小野三編監修，体力テスト苔科一働きざかりの鑓難・体力っくり ，ぎょうせい.� 1978 
3) 影山義光地，中央大学教職践の護襲・体力調査一捧力診断テストー，中央大学保鍵体育研究訴紀要，


第 11~乳 pp. 127 -138，1993 

4) 体背科学センター繕，スポーツによる鍵療づくり運動カルテ，講談社t 1983 
5) 東京都立大学体博学研究室編，日本人め体力標準値第四版，不諒堂t 1989 
6) 日本体育学会測定評極専門分科会編，体力の診断と評儲，大藤館書j与� 1977

1991ぎょうせいJ.持鑑・基準値事典日丸哲農，費出英康，永田譲嬬箸「鍵康・体力� 7) t 




